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個性正常岐合者 10 名(男性 7名、女性 3 名、平均年齢 25.3 歳)を被験者とし、足底圧力分布計測装置を用い





個性正常時交合者 100 名(男性 67 名、女性 33 名、平均年齢 27.3 歳)を被験者とし、重心計測と頭部 X線規格
写真撮影を行った。下顎の位置を示す計測項目として、正面頭部 X線規格写真からゴニオン水平角とメントン正












大阪大学歯学部附属病院 顎関節・岐合科を受診した患者のうち、側方偏位または前後偏位を認める者 11 名
(男性 4名、女性 7名、平均年齢 33.7 歳)を被験者とし、下顎位の整位前後における重心計測を行った。
その結果、日交頭販合位における身体重心位置は、すべて下顎偏位側と反対側に分布していた。身体重心位置は
左右方向では 11 名中 9名に、前後方向では 11 名中 10 名に変化を認め、すべて個性正常時交合者の平均に近づい
た。また、重心動揺は有意に減少した。
[考察]
頭蓋に対する下顎の位置と身体の重心位置との聞に相関関係が示されたことから、下顎偏位により生じた顎口腔領
域の感覚入力が、頭位に影響を及ぼし、立位姿勢制御機構に変化を与えたのではないかと考えられる。また、下顎の
移動において、下顎の移動方向と反対方向に身体重心位置が変化した群で、は重心動揺の増加を認めなかった。一方、
下顎の整位において、下顎偏位側と反対側に分布していた身体重心位置が個性正常H交合者の平均の方向へ変化した。
これらは、実験E で得られた下顎位と身体重心位置の相関と一致する。このことから、下顎の移動に応じて、姿勢の
安定性を維持するには、身体の重心位置を下顎の移動方向とは反対方向に位置させるとょいと推察される。
[結論]
下顎の左右また前後への偏位が大きくなるにつれ、その偏位方向とは反対方向に身体の重心位置が分布することが
明らかになった。また、下顎位の移動は、下顎偏位を認めない個性正常岐合者と下顎偏位を認める顎関節症患者のい
ずれにおいても、身体の重心位置および重心動揺に影響を及ぼす可能性が明らかになった。これらのことは、顎口腔
系が身体の他器官の機能に一部関与していること示しており、下顎位は身体情報の一部として立位姿勢の維持に関与
していると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本研究では、下顎の移動が身体の重心にし、かなる影響を及ぼすかを明らかにすることを目的とし、下顎位を移動さ
せたときの身体重心の変化を、身体の重心位置および重心動揺により調べた。その結果、下顎の左右また前後への偏
位が大きくなるにつれ、その偏位方向とは反対方向に身体の重心位置が分布することが明らかになった。これに加え
て、下顎位を移動させた場合、下顎偏位を認めない個性正常校合者と下顎偏位を認める顎関節症患者のいずれにおい
ても、身体の重心位置および重心動揺に変化が生じることが明らかになった。
以上のことから、本研究は、下顎位と身体の重心との関連の存在を示すものであり、博士(歯学)を授与するのに
値するものと認める。
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